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そ
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今
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ら
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三
年
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小
学
校
校
舎
新
築
時
に
埋
め
立
て
ら
れ
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。
木
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は
、
園
池
遺
構
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め
立
て
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に
掘
ら
れ
た
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八
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①
は
上
端
に
小
孔
を
有
す
る
名
札
状
の
木
片
。
表
裏
で
人
名
が
異
な
る
理
由

は
不
明
。
②
も
名
札
状
を
呈
す
る
が
孔
は
な
い
。
０
は
鯨
尺
の
竹
尺
。
裏
面
に

商
店
名
と
三
桁
ま
た
は
四
桁
の
電
話
番
号
を
記
す
。
そ
の
他
の
木
簡
は
釈
読
で

き
な
か
っ
た
。
い
ず
れ
も
近
代
の
遺
物
で
、
正
確
な
時
期
は
不
明
で
あ
る
。
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